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　シログチArgyrosomus argentatus は東北地方以南の
海域に広く分布し，瀬戸内海にも多く，岡山県沿岸域で
は主に小型機船底びき網漁業（以下，底びき網漁業）や
小型定置網漁業により漁獲される。特に東部沿岸域では
夏から秋にかけて底びき網漁業により小型のシログチが
大量に混獲されるが1），商品価値が低いため，大半が海
上で投棄されている。このように底びき網漁業で大量に
混獲，投棄される小型魚の有効利用は課題の一つである。
　ところで，高木ら2)は低利用のカタクチイワシ
Engraulis japonica を利用した「ラウンドすり身」化技
術を開発した。この技術は，頭，内臓，皮や骨の除去な
ど，魚体処理をせずにラウンド（丸ごと）状態のまます
り身化するもので，魚肉のみを用いたすり身に比べて歩
留まりが高い。しかし，冷凍粉砕機，摩砕機及び高速連
続遠心分離機など高価で普及が進んでいない加工機器の
使用が不可欠という特徴が技術普及の妨げになってい
た。そこで，坂本ら3)は，比較的普及しているチョッパ
ーやリファイナーを用いたカタクチイワシの「丸ごとす
り身」の技術を開発した。今回はリファイナー法を用い
た小型シログチの丸ごとすり身化技術の開発とすり身の
品質評価を行い，商品化のための課題を抽出した。
　なお，本研究は平成22年度外部知見活用型産学官連携
推進事業の一環として岡山県農林水産総合センター水産
研究所と宮城県水産技術総合センターが共同で実施した
ものである。

材料と方法

　材　料　瀬戸内市牛窓町地先で2010年８月から９月ま
での間に底びき網漁業で漁獲した後，直ちに冷凍保存し
た全長６～10cmのシログチを材料とした。
　製造方法　シログチの丸ごとすり身の製造工程を図１

に示した。冷凍シログチの裁断はバンドソー（（株）中島
製作所，WN-38-3），粉砕はジャイアントミートミンチ
（FUJEE（株），MGB-32，目合７mm），裏ごしはリフ
ァイナー（（株）備文機械製作所，SUM 420，目合1.5mm
スリット半開程度）を用いて行った。次に，水さらしは
バッチ方式で木べらによる攪拌とし，後述のさらし溶液
への乾燥卵白及び塩の溶解はロボクープ（（株）エフ・エ
ム・アイ，R-10D）による真空攪拌で行った。さらに，
遠心脱水はシャープレスデカンター（巴工業（株），
FM-2 CIP，2800G），擂潰はサイレントカッター
（MAINCA（株），CR-22），凍結は－40℃急速冷凍機
（（株）帝国電機製作所，RGH-3）を用いた。なお，水
さらし時に消化酵素活性の抑制及び脱水の促進のため
に，水量に対して乾燥卵白0.1％，塩0.3％，擂潰時に冷
凍変性の防止，pH 調整，弾力増強効果，残存消化酵素
及び戻り酵素の抑制のために，丸ごとすり身重量に対し
て砂糖４％，ソルビット４％，リン酸0.3％及び乾燥卵白
３％を添加した。
　品質評価　丸ごとすり身の品質評価は冷凍すり身品質
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図１　丸ごとすり身の製造工程
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評価基準4)にそって，明度（L＊），色調（a＊，b＊）を測定
した。弾力の評価には，すり身をケーシングに詰め，40
℃で60分坐らせた後に87℃で30分加熱した検査用かまぼ
こを用いた。このかまぼこの破断強度（g）及び凹み
（mm）をレオメーター（サン科学（株），CR-200D）で
測定し，これらの積から弾力の指標であるゼリー強度を
算出した。このすり身の製造方法及び検査用かまぼこの
試作条件を表１に示した。また，明度，色調，破断強度
及び凹みについて，市販されているシログチの筋肉部の
みのすり身と比較した。

結果と考察

　54.2kg の冷凍原料から22.8kg の丸ごとすり身が作製
できた。歩留まりは，42.1％であった。丸ごとすり身は
魚体の処理をせずラウンド状態のまま用いるため歩留ま
りが高いという特徴があり，カタクチイワシを原料とし
たラウンドすり身技術での歩留まりも42.9％であっ
た2)。原料とする魚種及び製造方法が異なっても，高い
歩留まりを得られることが判明した。
　丸ごとすり身及び筋肉部のみのすり身の色調（a＊，
b＊），明度（L＊），ゼリー強度（g・cm）及び凹み（mm）
の結果を図２及び表２に示した。丸ごとすり身の明度
（L*）及び色調（a＊，b＊）は54.38及び0.67，7.18，一
方，筋肉部のみのすり身の明度（L＊）及び色調（a＊，
b＊）は74.45及び－2.09，4.22と丸ごとすり身のほうが
やや黒みが強かった。この色調の違いは，丸ごとすり身
には筋肉部以外の皮・骨・内臓等が混入しているためと
考えられ，同様の現象がカタクチイワシの丸ごとすり身
でも報告されている3)。
　次に，ゼリー強度（g・cm）及び凹み（mm）は丸ご
とすり身が58g・cm及び5.4mm，筋肉部のみのすり身が
1,100g・cm，10.3mmであり，丸ごとすり身の方がゼリ
ー強度，凹みともに低かった。また，リファイナー法で
行ったカタクチイワシ及びニギスGlossanodon 
semifasciatus の丸ごとすり身のゼリー強度（g・cm）は
125g・cm及び108g・cmであった3)が，これらには10％
の澱粉が加えられていた。一方，かまぼこの弾力（足）
形成においては pHも重要で，シログチの丸ごとすり身

の検査用かまぼこ試作時の pHは7.3と，かまぼこの弾力
がでるとされる6.3～7.54の範囲5)で，練り製品として必
要な弾力性は得られた（表１）。
　シログチは，全長６～10cmの小型魚であっても長径
３mm程度の大きく厚みのある耳石（図３）を持ってお
り，これらの破片が丸ごとすり身に混入した場合には異
物となることが考えられた。実際，丸ごとすり身の製造
工程では，水さらし前の魚肉に粉砕された耳石破片が混
入していた。しかし，魚肉を水さらしする際，耳石と魚
肉の比重の違いで耳石破片は沈殿するので，シャープレ
スデカンターへの吸水時に吸水ホースを底から上げて設
置することで耳石破片の混入を防ぐことが出来た。この
方法により脱水後の魚肉に耳石破片の混入は見られなか
った。
　丸ごとすり身は筋肉部のみのすり身より黒みが強く，
ゼリー強度も弱いものの，練り製品を作るための原料と
して使用できた。また，丸ごとすり身と他魚種のすり身
を混合したり，澱粉を添加することで，さらに足の強い
練り製品を作ることが可能と考えられた。しかし，今回
の製造工程でも，高速遠心脱水機など高額な機器の設備
投資が必要となる。また，アレルギー物質の表示義務に
指定されている卵（乾燥卵白）を添加しているため，丸
ごとすり身の製品化にはアレルギー対策も課題となる。

表１　検査用かまぼこの試作条件

試　　料
添加物

水分調整 pH 座り条件
塩 澱粉

丸ごとすり身 ３% 無 75%調整 7.3
40℃×60分

筋肉部のみのすり身 2.5% ５% 無 ―

表２　 丸ごと及び筋肉部のみのすり身の明度，ゼリー強
度及び凹み

試　　料 明度
（L＊）

ゼリー強度
（g・cm)

凹み
（mm）

丸ごとすり身 54.38 58 5.4
筋肉部のみのすり身 74.45 1,100 10.3
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図２　丸ごと及び筋肉部のみのすり身の色調（a＊，b＊）
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これらの課題を解決するためには，製造工程の合理化に
よる生産コストの低減，アレルギー物質が無添加の丸ご
とすり身の開発が必要である。
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図３　全長６～10cmのシログチの耳石


